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7.5. （ノ ）の放射性セシウム 
 

（ ） 的 

福島第一原 発 事故に 放 た放射性 は、 では の を め

る森林で 葉 表 に た。森林生 に る放射性 の 野生

の のために 的モ タリン 求め る。 表 を生 間とす

る のノ にと ては、放射性 に る で 、

葉 との直 の 採 を通じて体 に取 た放射性 に る

る。 のノ の 性は 性で、 を とし、

の 性は を に としている。一 、 の は、 の

とい 生 的 に る。 の は、 の森林に生 する 通種で、

にノ の は比 的 ため、 的 との比 検 に

い。野生 に る 的 モ タリン 対 として 生 と る。 

ノ のア と の は、放射性セシウムの体

濃度 い と での に た。 の を に、放射

性セシウムの ・ 個体変 の ムを にするために 的

研究 で る。 

年度は、 で の を い、 個体の放射性セシウム濃度 を

い経年変化に いて比 検 した。 た、生 に るア の体 濃度 の

を にするために、生 の 葉 と の放射性セシウム濃度 ア

の 数を し比 した。 

 

（ ） と  

は ）原 発 29 km の福島 の 林（ 線 、 と

。 間線  4.5 µSv/h、2014 年 9 月 測定）、 ）原 発 27 km の福島

の 林（ 線 、 と 。 間線 は 3.6 µSv/h、2011 年 10

月 測定）、 ）原 発 70 km の の 林（ 線 、

と 。 間線 0.2 µSv/h、12 月 測定）の 3 で る。 の

で、2020 年度に でと に 10～12 月にシ ーマントラ 80～120 個を 3～4

して を た。 は を 用した。 個体は で 後に、体

計測を い、 に た。 個体は 、 （ を ）に 、

放射性セシウム測定の を では した。 として原 的に 化後に

トリウムを し、U-8 に を た。 ルマ ウム 体検 を用いて

ンマ線 ト トリ に Cs-134 Cs-137 濃度を測定した。 、 個体の放

射性セシウム濃度表示は生 た で表示し、 の は 年の 9 月 1 とし

た。ア の生 の のために、 葉 と に る放射性セシウム濃度測
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定を 線 （ ）と 線 （ ）で し、 線 （ ）

では 事 の I の （林野 、2020）を 用した。濃度測定に 用した 葉

と は 線 （ ）では 12 、 線 （ ）では 10 で採

取し、 に した。 葉 は （25 cm×25 cm）を用いて の

す ての を採取し、 は 葉 の採取 で採 （Daiki、 5 cm、

11 cm）を用いて表 0-5 cm の を採取した。 の は ・ の を

た後、 ルマ ウム 体検 を用いて ンマ線 ト トリ に Cs-134

Cs-137 濃度を測定した。 

 

（ ）結果と 察 

１）小型哺乳類の捕獲した種類と数 

ノ では、ア は 2020 年 10～11 月に で 15 、 で 20

、 で 41 、 に ヤ た

（表 7.5.-1）。 後に 計測と を し、放射性セシウム濃度の測定を た。 

年度は事故後 10 年 で る 、 線 に いて 、 た 濃度の い 2

に いて 、 の 的にで ている と 個体群は て

、 た 個体の計測 的に ているとい る。 

 

表 7.5.-1 年度ごとに した の種 と数 

 

種 計

ア

ヤ

ア マモ ラ

計

ア

ヤ

ア マモ ラ

マ

計

ア

ヤ

ア マモ ラ

計

森林 研 ア マモ ラ

計
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２）アカネズミ体内における放射性セシウム濃度の経年変化 

ア の （ ）の放射性セシウム濃度（Cs-134 と Cs-137 の濃度の

計）の 2020 年度の濃度を検 した（図 7.5.-1）。 、 年度の に る 2019 年度の

は を 用した 、 では を 用している。 

線 （ ）の 濃度は 8.5 kBq/kg（±1.8 kBq/kg、 ）を示し、2019

年度に比 した。 で を開 した 2012 年度の と比 すると、2020 年

度は 57 した。一 、 線 （ ）の 濃度は 1.1 kBq/kg（±0.2 kBq/kg）

を示し、2019 年度の し、事故直後の 2011 年度の と比 すると、82

した。 線 （ ）の 濃度は 0.5 kBq/kg（±0.1 kBq/kg）を示し、2019 年度

に比 した。2011 年度と比 すると 2020 年度は 66 した。 

事故後 9 年を経 し、ア に る放射性セシウム濃度は大 ると

を示した 、 に 線 ではい に い を している と に た。 の

生 で 濃度の放射性セシウム体 に いて 、ア は個体群

を し、 を している と に た。 の は 定して め た。 

放射性セシウムの体 濃度は、年 に ると変 大 、 に 線 は

大 大 い。3 の の大 は、 線 線 線 で る

と 、ア 体 の放射性セシウム濃度は生 の に大 てい

るとい る 、変 の大 に いて 察するためには、生 、ア に

関 る生 る に いて にする る。 

放射性セシウム濃度の に て、 検 の個体 め る に て た。 に

期の い Cs-134 では、 個体数に対する検 （ 0.005kBq/kg）の個体数

の （%） 、 線 では 2016 年度 し、 線 線 では 2020 年

度 して た。 

2011～2020 年度のア 成 の放射性セシウム濃度（Cs-134 と Cs-137 の濃度の

計）の を 3 間で比 すると、 線 を 1 とすると、 線 は 20.7 、

線 は 6.2 に した。 

 



65 
 

 

図 7.5.-1 線 、 線 線 に るア 成 の （ ）

の放射性セシウム 濃度と の事故後の推 。図 のセシウム 134 線 の

数 は、 個体数に対する検 の個体数の （%）を示す。 
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３）アカネズミ生息地における放射セシウム濃度の年次変動 

ア の体 の放射性セシウム濃度に を る生 の 葉 の放射性

セシウム濃度（Cs-134 と Cs-137 の 計）の年 変化を検 した（図 7.5.-2）。 

線 では、測定を開 した 2013 年度 2016 年度に て 葉 と （0-5 cm

、 ）の 大 し、 葉 では 2013 年度の 380 kBq/kg 2016 年

度の 87 kBq/kg で 1/4 度に し、2018、2019 年度は 75 kBq/kg 、2020 年度は

50 kBq/kg で た。 では 2013 年度の 72 kBq/kg 2016 年度の 38 kBq/kg

に し、2017～2019 年度は の （38 kBq/kg ）、2020 年度は 50 kBq/kg

で た。 線 では、 葉 と の は 2012 年度に 大 を示し、 の後

し、 葉 で 380～70 kBq/kg 、 では 28～12 kBq/kg の で推 し、2016～

2019 年度は の で、2020 年度は し 24 kBq/kg に た。 線 で

は、2011 年度に を示し、 した 、2014 年度 は大 変化は

た。 葉 で 21～7 kBq/kg 、 で 3～2 kBq/kg の で推 し、2018～

2019 年度には の で、2020 年度に 葉 は した。 を とめると、い

の に いて 、 葉 と の放射性セシウム濃度は 2016 年 定して推 し

ている。 

2011～2020 年度の 葉 と に る放射性セシウム濃度の を 3 間で

比 すると、 線 を 1 とすると、 葉 では 線 は 15.8 、 線 は 16.5 と

、 では 線 は 9.2 、 線 は 23.4 に した。 

ア の生 間は 葉 で、 にトン ルを 生 する。 葉 の

放射性セシウム濃度は大 して て 、体 の放射性セシウム濃度の年 変化と

は一 し い。濃度変化 を 、ア 体 の放射性セシウム は、 葉

の を る に る。 検 のため、 では 葉 と

の放射性セシウム濃度と体 放射性セシウム濃度との比に て求める 数の違

いを て る。 
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４）アカネズミにおける放射性セシウムの生息地から体内への移行係数 

ア 成 体 の放射性セシウム濃度の と生 の放射性セシウム濃度との

関 を検 するために、体 放射性セシウム濃度を生 の 葉 の放射性セ

シウム濃度で した を 数として、 の年 変化を示した（図 7.5.-3）。年 間の

大 いため、 間の 葉 の を し す する 的で、 年

の を して に示す。 に る 葉 ア 体 の 数（

± ）の 期間の は、 線 （8 年間）で 0.13±0.03、 線 （10 年間）

で 0.05±0.01 線 で 0.12±0.03 の を示した。 の 数（ ±

）は、 線 で 0.34±0.05、 線 で 0.27±0.04 線 で 0.39±0.04 の
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図 7.5.-2 線 、 線 線 に る 葉 と に る放射性セシ

ウム濃度（Cs-134 と Cs-137 の 計）の事故後の推  
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を示した。 葉 の 数は 線 で い で た 、 の 数

は 3 と 度の に た。 葉 は直 の では 、放射性セシウム

葉 に した後に に 、 の を とする とを してア

体 の放射性セシウム濃度に関 していたと る。 にい の

数 2016 年度、2017 年度 に ていた とは、林 に集 していた放射性セシウ

ム の に 体に す た とを示 している 性 る。ア

成 の の放射性セシウム濃度の は い いている、 るいは

を示している と 、 は する。 

 

   
引用文献 
林野 （ 2020） 元年度森林 の放射性 の 結果に いて

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/jyosen/R1_jittaihaaku.html 

  

図 7.5.-3 ア に る放射性セシウムの生 （ と 葉 ） 体 の

数 
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7.6. 森林生 に る 用林 に る  

7.6.1. 野生 の の放射性セシウム ムの  

 

（ ） 的 

野生 の は山菜 とと に放射性セシウムの濃度 い を 。野生 の の

放射性セシウム濃度は種ごとの 性 すると ている。 で、種

採取 ごとの の の放射性セシウム濃度を推定するために、 数の で 種

に いて放射性セシウム濃度を測定し、 の の生 タイ 群（ では を対 と

する）レ ルでの比 年変化に いて を た。 た、放射性セシウムの を る

ために事故 に し、似た を示すと る 定 体セシウム

のルビ ウムに いて を た。 

 

（ ）  

１）野生きのこの放射性セシウム調査 

は 2020 年 6 月 10 月に て た。 の を図 7.6.1.-1 に示した。

は 年に引 、福島 の いの キ ン （ 、 ）、福島 山 の

福島 林 研究センター （ 山）、 の （ ）、

の森林 研究 （ ）の 4 とした（図 7.6.1.-1, 表 7.6.1.-1）。森林 研究

の では、 体を採取する 、 1m で NaI シン レーシ ン ー

イ ータを用いて 間線 を測定した。採取した は ーブンで 後、 ター

ルで し、100 ml たは 50 ml の リ に したの 、 ルマ ウム 体検

を用いて放射性セシウム（Cs-137）濃度（Bq/kg）を測定した。濃度は 年の 9 月 1

に した。 

 

２）野生きのこの安定同位体セシウム濃度 

2020 年度の で Cs-137 濃度を測定した 体 40 検体（ と の ン ル 20 検

体）に いて ICP-MS（Agilent 7700seriesICP-MS）を用いて、 定 体セシウム（Cs-

133）と、セシウムと のルビ ウムの濃度を測定した。 

 

３）野生きのこの移行係数 

の 、 山の では、 発生した野生 の とと に、近 の 葉

表 （0-5 cm ）を採取した。 葉 は一 25 cm の の の

をす て、 た表 は直 11 cm、 5 cm の採 を用いて採取した。 ン

ルは と Cs-137 濃度を測定し、 た の （Bq/m2）に した。

採取した野生 の の Cs-137 濃度と対 する 葉 ・ の Cs-137

数（m2/kg）を求めた。 発生している の は の と をセ
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トで採取し、 は 後 ター ル で し、 た の Cs-137 濃度を測定し

た。 の と の濃度 数（ し）を求めた。 

 

 

 

 

図 7.6.1.-1 の  

図は第 5 モ タリン 福島第一原 発 80 km の モ

タリン の測定結果で示 た Cs-137 の 図（2012 年 6 月 28 ）を 用 

 

 

表 7.6.1.-1 の Cs-137 （ モ タリン （第 5 80 km の測

定結果 ）） 体近 1m の 間線 （µSv/h） 

 
Cs-137

(kBq/m2) 

間線 (μSv/h) 

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

 810～880 2.76 2.96 1.83 1.53 0.80 0.65 0.56 0.52 

山 120～140 0.65 0.48 0.39 0.49 0.40 0.36 0.35 0.26 

 38～42 0.18 0.18 0.13 0.13 0.07 0.06 0.06 0.05 

 26～28 NA NA NA NA NA NA NA NA 
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（ ）結果 

１）野生きのこの放射性セシウム調査 

表 7.6.1.-1 に 体採取 に計測した 1m の 間線 の を示した。

で 間線 の め た 、年 変化 は ている。図 7.6.1.-2 に

ごとの 体の測定結果を 図にて示した。 ごとに 体の Cs-137 濃度

を ると、 でと に検体に て 大 と （ の ）は 1000 度

て 、50 の ン ル（ た の の間）の濃度は 10～30 度の に

た。 では引 に している め た一 、 山 で

は、 山の 2019 年 、 の年に採取 た 群の の に て大

と 、 は め た。 は 2020 年度の で

し、 の い 山 た。 

図 7.6.1.-3 に 、 年の Cs-137 濃度に いて、生 タイ （ ・ ・

葉 ）ごとに て示した。 での 結果に引 、2020 年度の で 、

の Cs-137 濃度の の 2 タイ い 検体ごとの濃度の

のタイ 大 い め た。Cs-137 濃度の を するため、Cs-137 濃度

の 用対数 を 変数とし、生 タイ と 、採取年を 変数とした を

たと （表 7.6.1.-2）、 は 葉 と比 て （p<0.05）に Cs-

137 濃度 い と 示 た。 た に る 果の比 では、 山 の濃度

る 果（表 7.6.1.-2 では を とした の ので、 の数 い

濃度 い とを示す） め た。 に、採取年の 数は-0.03 と に で る

と 示 た（p=0.002）。た し、年変化 は 生 タイ に て る に

た。す 、 葉 は の で Cs-137 濃度

を示した 、 は で を示したのに対し、 では 2013-15 に

し、 の後は変化 め た。 

8 年間の ン リン で比 的 （21 検体 ）取 た 17 の測定結果を図 7.6.1.-4 に

示した。 レ ルでの濃度を比 した 、 ごとの Cs-137 濃度の の 年に引

め た。Cs-137 濃度の対数 に いて、 、 、採取年を 変数とした

を た結果（表 7.6.1.-3）、フウセンタ 、 タ 、 リイ 、イ

ンシ 、キシ は ン タ Cs-137 濃度 （p<0.05）に 、キツ

タ と タ 、 イ 、 ラタ 、 ラタ 、 ウ タ 、 ギタ

、 ラタ 、シ ア タ は に た。 の 、 たは検体の

の （イ ンシ ）では ごとの濃度に 大 、 生 （ に

）は い た。採取年に いては、 の ての検体で た

結果と 、 に の 果 め た (-0.02, p=0.02)。 
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図 7.6.1.-2 ごとの 体 Cs-137 濃度の年変化 

濃度は 年の 9 月 1 に 。 の濃度は対数表示。 の は

の 1.5 を とし、 の 大 い い を として で

表した。 

 
図 7.6.1.-3 生 タイ ごとの 体 Cs-137 濃度の年変化 

濃度は 年の 9 月 1 に 。 の濃度は対数表示。 ラフは （ ）と生

タイ （ ）で て た。 の は の 1.5 を とし、 の

大 い い を として で表した。 
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表 7.6.1.-2 2013～2020 年度に採取 た野生 の の Cs-137 濃度の 用対数 に いて、

生 タイ 、 、採取年を変数とした の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採取年に いては 2011 年度を 0 と る にした。”*”を た は に たは

の 果を とを示す（p<0.05）。 

 推定   t. value P 

（ 、 ）* 4.84 0.06 77.54 <2.00×10-16 

* -0.58 0.04 -14.07 <2.00×10-16 

葉 * -0.32 0.05 -5.93 3.62×10-9 

山* -1.36 0.07 -20.34 <2.00×10-16 

* -1.15 0.05 -23.13 <2.00×10-16 

* -1.96 0.05 -40.33 <2.00×10-16 

採取年* -0.03 0.01 -3.12 0.002 
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表 7.6.1.-3 検体数の い 17 の Cs-137 濃度の 用対数 に いて 、 、採取年を

変数とした を た結果 

 

 推定   t. value P 

（ , ン タ ) * 4.64 0.09 54.23 <2.00×10-16 

山* -1.34 0.08 -17.31 <2.00×10-16 

* -1.00 0.06 -17.00 <2.00×10-16 

* -1.77 0.06 -30.12 <2.00×10-16 

採取年* -0.02 0.01 -2.42 0.02 

イ  -0.17 0.09 -1.90 0.06 

フウセンタ * 0.95 0.10 9.62 <2.00×10-16 

イ ンシ * 1.15 0.13 8.94 <2.00×10-16 

キツ タ * -0.54 0.14 -3.90 0.0001 

タ * 0.20 0.08 2.61 0.009 

タ * -0.25 0.06 -3.84 0.0001 

リイ * 0.57 0.10 5.77 1.03×10-8 

キシ * 0.48 0.14 3.37 0.0008 

イ * -0.33 0.13 -2.48 0.01 

ラタ * -0.30 0.11 -2.69 0.007 

ラタ * -0.58 0.12 -4.73 2.50×10-6 

ウ タ * -0.84 0.15 -5.66 2.01×10-8 

リタ  -0.09 0.12 -0.77 0.44 

ギタ * -0.44 0.13 -3.29 0.001 

ラタ * -0.68 0.15 -4.68 3.31×10-6 

シ ア タ * -0.90 0.13 -6.93 7.18×10-12 

採取年に いては 2011 年度を 0 と る にした。”*”で した は に たは

の 果を とを示す（p<0.05）。 

 

２）野生きのこの安定同位体セシウム濃度 

と で採取した 体に いて 定 体の Cs-133 とルビ ウムを測定した結果

を図 7.6.1.-5 に示した。 ごとに 対数 は の 関関 を示した（ ：y =113x0.48, 

R² = 0.53、 ：y = 121x0.54, R² = 0.67）。Cs-133 濃度とルビ ウム濃度の関 に いて生

タイ のタイ ごとに ると、 葉 と の 図 の は 、関 は
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似ていた一 、 の関 を ると 直線の は大 ていた。

のルビ ウム 定 体セシウムの濃度は、 の濃度 い

、 で に の濃度 い た。 

じ ン ルに いて 定 体と放射性 体のセシウムの濃度を比 した結果を図

7.6.1.-6 に示した。ルビ ウムと 定 体セシウムを比 した と じ 、 ごと

に 対数 は の 関を示した（ ：y = 31210x0.80, R² = 0.47, ：y = 1376x0.79, R² = 

0.65）。 た、年ごとの 定 体セシウムと放射性 体セシウムの関 を生 タイ ご

とに ると、 の 採取年に て大 変化は た一 、 の

2013 年、2014 年の Cs-137 濃度 直線 い 、2019 年、2020 年の Cs-

137 濃度 直線 い た（図 7.6.1-7）。 と のデータを

て、Cs-137 濃度の対数 に いて、Cs-133 濃度の対数 、採取 、採取年の 3 の 果を

変数とした を たと 、採取年の は-0.07（p=1.42×10-6）と

に に 、Cs-137 濃度の推定 と 測 の R2 は 0.78 と た（表 7.6.1.-4）。 

 

 

 
 

図 7.6.1.-5 生 タイ （ ） （ ）ごとの 体の 定 体 Cs-133（

）とルビ ウム Rb（ ）の濃度の関  

（ ） （ ）で採取した ン ル。2020 年に採取した ン ルの測定結果

を赤 で示し、 は黒 で示した。 は と に対数 で表示した。 線は 直

線を表す。 
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図 7.6.1.-6 ごとの 体の 定 体 Cs-133（ ）と放射性 体 Cs-137（

）の濃度の関  

採取年に て は る。図 7.6.1.-5と じ ン ルを用いた。 と に対数 で表示。

線は 直線を表す。 

 

 
図 7.6.1.-7 生 タイ ごとの 体の 定 体 Cs-133（ ）と放射性 体 Cs-137

（ ）の濃度の関  

・採取年に て は る。 は図 7.6.1.-5 と じ ン ルを用いた。 と

に対数 で表示。 

 



78 
 

表 7.6.1.-4  定 体 を た野生 の の Cs-137 濃度の 用対数 に いて

Cs-133 濃度の 用対数 、 、採取年、生 タイ を変数とした を

た結果 

 

 推定   t. value P 

（ , ) * 4.83 0.10 48.21 <2.00×10-16 

Cs-133 用対数 * 0.90 0.05 18.30 <2.00×10-16 

* -1.41 0.07 -20.52 <2.00×10-16 

採取年* -0.07 0.01 -4.93 1.42×10-6 

* 0.23 0.09 2.53 0.01 

葉  0.15 0.11 1.38 0.17 

採取年に いては 2011 年度を 0 と る にした。”*”で した は に たは

の 果を とを示す（p<0.05）。 

 

３）野生きのこの移行係数 

山の では 発生した の とと に、 葉 と表 の （0-5 cm ）

を採取し、 の の Cs-137 濃度（ ）と 葉 表 の Cs-137 の比

（ 数）を求めた。結果を表 7.6.1.-5 に示した。 の Cs-137 は で 133±49 

kBq/m2 （ 大 ：228kBq/m2, ：64 kBq/m2）と 、 の 結果（2019: 131±65 

kBq/m2, 2018: 131±94, 2017: 174±143 kBq/m2, 2016: 143±115 kBq/m2）と 度で た。

数は検体に て 大 1000 ていた。2019 年 い 観察 たフウセ

ンタ の 1.16 m2/kg 大で た。 た、 は タ の 0.001 m2/kg で た。

年 タ の の の 数 た。 数の の ごとの 度

を ると、2020 年度は 0.1 m2/kg 、0.01～0.1 m2/kg、0.01 m2/kg 2 検体

（13 ）、3 検体（19 ）、11 検体（69 ）と 0.01 m2/kg の検体 度で 、

検体の は 0.008 m2/kg と 年の 0.31 m2/kg 大 した。 

に いては 種 1 検体を めて 6 検体 た。発生した の Cs-137 濃

度を測定し、 数（ し）を求めたと 、 大 53.7、 2.1 と検体に て 10

の め た（表 7.6.1.-6）。 
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表 7.6.1.-5 山で採取 た野生 の の 数 

タイ  種 

体 
Cs-137 
濃度 

[Bq/kg dw] 

Cs-137  
[Bq/m2]  

数 
[m2/kg]*1 葉  表  

0-5 cm  
菌根菌      
テングタケ属 イボテングタケ 411 2960 105000 0.004 

ヤマドリタケ属 ムラサキヤマドリ
タケ 1660 714 122000 0.014 

フウセンタケ属 フウセンタケ属 1 146000 2180 124000 1.155 
フウセンタケ属 2 28000 356 103000 0.273 

チチタケ属 チチタケ 1 113 1670 129000 0.001 
 チチタケ 2 166 1370 73300 0.002 

 チチタケ属 1 160 1120 108000 0.002 
ヤマイグチ属 アカヤマドリタケ 1480 1980 62000 0.023 
ベニタケ属 ベニタケ属 261 2940 82000 0.003 
ニガイグチ属 ニガイグチ属 658 4250 191000 0.003 

落葉分解菌      
ハラタケ属 ザラエノハラタケ 776 4030 201000 0.004 

 ハラタケ属 1 1990 96 228000 0.009 
ホコリタケ属 ホコリタケ 330 1570 93600 0.004 
スギタケ属 スギタケ 1280 334 193000 0.007 
マツカサキノコ属 スギエダタケ 310 3150 151000 0.002 
ヒメカバイロタケ
属 

キチャホウライタ
ケ 2630 2120 141000 0.018 

*1 数は 体 Cs-137 濃度/（ 葉 + 0-5 cm の Cs-137 ）で求めた。 

 

 

 

表 7.6.1.-6. 山で採取 た 性の野生 の の 数 

 種 

体 

Cs-137 濃度 

[Bq/kg dw] 

 

Cs-137 濃度 

[Bq/kg dw] 

数 

ツムタ  ツムタ  1180 141 8.4 

マツ ウ マツ ウ  120 11 10.8 

ギタ  ギタ モドキ 65 14 4.6 

ラタ  ウ ラタ  771 374 2.1 

イ タ  イ タ  865 16 53.7 

種 1560 33 47.5 
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図 7.6.1.-8 山で採取した と表 0-5cm の Cs-137 の Cs-137

濃度の年変化 

濃度は 年の 9 月 1 に 。 の濃度は対数表示。 の は

の 1.5 を とし、 の 大 い い を として で

表した。 

 

で 2015 年 の で、 の とと に採取した 、表 の Cs-137

と の Cs-137 濃度を年ごとに 図（図 7.6.1.-8）に示した。 の Cs-137

と の Cs-137 濃度は年経 に い する を示した一 、表 の Cs-137

は変化 を示 た。 

 

（ ） 察 

で、2013 年度 2019 年度 で た と じ 、 で 2020 年

度 を い、 たデータを た を た。 でと に、 じ で

た野生 の で て 100～1000 度 Cs-137 濃度 る る と（図

7.6.1.-2）、 の Cs-137 濃度 葉 い る と（図

7.6.1.-3）、 の で に て濃度の違い る と（図 7.6.1.-4、表

7.6.1.-4） た。 生 タイ に る Cs-137 濃度の違いは、種 に てセシウ

ムを する の の違い している 性 る。 山の で、

の Cs-137 濃度 する を示して （図 7.6.1.-8）、 に年経 に

る Cs-137 濃度の め た（図 7.6.1.-3、図 7.6.1.-7）のは、 の濃度 し

ている とと対 している 性 た。 放射性セシウムを している

の 、 に て年変化 は ていた。表 のセシウム は変化

め た 、 の は ている と 、 の の放射性セシ

ウムの に ていると る。 の の放射性セシウムの

の変化 の放射性セシウム濃度の変化に している と る。 体

の では野生 の の Cs-137 濃度は する を示した（表 7.6.1.-2）。年変化の 数
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の （-0.03）通 に変化す は 11 年で野生 の の Cs-137 濃度は する

とに る 、 には 生 タイ に る の大 年 に する と

る。 、2019 年の 山 2020 年の で したのは、濃度 変

化したのでは 、 濃度の の検体 て たためと る。 の

の し 、引 モ タリン を する る。 

定 体セシウムと放射性 体セシウムの関 は、 定 体セシウムとルビ ウ

ムの関 に比 て観測期間 の変 10〜100 度大 た。 は、原発事故

に していた 定 体セシウムとルビ ウム 森林生 での 定し

に たのに対して、2011 年 3 月に大 の に て生 に た

放射性 体セシウムは、10 年 度の 間では生 での野生 の に関 る

定するには てい い とを示 している。 た、 定 体セシウム ルビ ウムの

、生 タイ ごとの 関 め た 、年変化は め た。 に す

るセシウム ルビ ウムは に ると た。生 タイ に て 直線

る は の 体の濃度比に て の 、 と の ム 関

している を る とは種 生 タイ に る放射性セシウム濃度の違いを る で

に るので 後 にする る。 
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7.6.2. モウ ウ 林の放射性セシウム 

 

（ ） 的 

林は に る森林生 の 成 として大 を している。 た、タ ノ

コ生 の として で る。 のため、福島第一原 発 の事故に 放 た

放射性 に る 林の を するとと に、 の後の経 を にする と

を 的として、 を た。 に、東 の タ ノコ生 では事故

用のタ ノコ を る放射性セシウム 検 た とに 、

、 で を いている 林 する。 

で では、タ ノコ の生 を 的として事故 で ・ 用 ていた 林

を対 とし、 で ているモウ ウ に いて を た。 、

の事 に ている放射性 濃度 果を 的とした間 林 の

する で を とに 、 の 果の検 て した。 

 

（ ）  

モウ ウ の 、 を めた 体 体の放射性セシウム の を

ー で するため、タ の （ ）ごとに放射性セシウム濃度測定

測定を い、放射性セシウム を した。 

の は原発 70 km の 森 ・ 石 （図 7.6.2.-1 ）、

130 km の 、 100 km の （図 7.6.2.-1 ）で る。 と

の 2 の は ている 、事故 の 間線 の の後の変化の

似ている で る と 定している。 では、 石 の 2 イト

（対 、 1 イト）、 森 大 の 3 イト（対 1 イト、 2

イト）、計 5 イトで を た（図 7.6.2.-2）。 の に る 間線

の変化は、2014 年度 測 で 0.19～0.24 μSv/h（ 開 ）の 、2020 年度

測 で 0.10～0.12 μSv/h の に推 して た。 では、 野 、
た

の 2 イト（対 、 1 イト）、計 4 イトで を た（図

7.6.2.-3、 7.6.2.-1、2）。 の に る 間線 の変化は、2017 年度

測 で 0.12～0.23μSv/h（ 開 ）の 、2020 年度 測 で 0.07～0.15 μSv/h

の に推 して た。 
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間 の に いては、 では 2014 年 3 月、 では 2017 年 8 月に

ている。 として た作 は、リターの 取 （ 定

の ）、 い 3 年生 の を とした 度間 （ 7.6.2.-2、対 に比 て 度間

を 、 定 1 の ）、 リウム （ 定 1 の ）の 3 の作 で

る。 3 の作 は、 作 ごとに を変 1 の に一 し

て を して 、 では を と 。 

 

 

 

 

 

図 7.6.2.-1 の の  
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図 7.6.2.-2 イト（対 、 ）の （ 石 森 ） 

図 7.6.2.-3 イト（対 、 ）の （ ） 
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モウ ウ 林の放射性セシウムの を ー で するために、

の対 、 として 10 m×10 m の 定 を した（図 7.6.2.-2、図 7.6.2.-

3）。 石 は対 、 1 （図 7.6.2.-2、 ）、 森 大 に

は対 1 、 2 （図 7.6.2.-2、 ）を した。 野

には対 、 1 （図 7.6.2.-3、

）を した。 ト数は て対 4（ 7.6.2.-1）、 5（ 7.6.2.-

2）の 計 9 で る。 

推定の にするため、 年 8 月 10 月の 期に を た。 で

は 定 の ての生 の 、 （GBH）を た。2 の

に いては生 の を 、新 に いては と の測定を た。 

放射性セシウムの濃度測定に いては、モウ ウ の は （タ ）を 採して、

は 茎と を して採取し、測定用 ン ルを た。 は る （ 年生、

1 年生、2 年生、3 年生 ） イ （ 直 ）ごとに 、 を 数 採し、

、 、葉に た（ 7.6.2.-3、4）。 は 測定後に で 3 し、 、

 

 

7.6.2.-1 対 の 林 

 

 

7.6.2.-2 の 林 

 

 

7.6.2.-3 ・葉 し の作  

 

 

7.6.2.-4 展葉してい い の  
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、 として の 10 cm の ン ルを た。採取に た ては放射性セシウ

ム濃度 い 測定用 ン ルに し い に して採取し、 に る

に に関しては した を で した。 た ン ルは ごと

に を測定し、 して 100 mL 測定 （U-8 ） たは 700 mL 測定 （マリ

リ ）に めて、 ルマ ウム 体検 を用いた ンマ線 ト トリ にて

放射性セシウム（Cs-134 Cs-137）濃度を測定した。 

  

 

 

（ ）結果 察 

１）竹林の空間線量率 

間線 の推 を表 7.6.2.-1 に示す。 、2013 年度 2020 年度 で 8 年度 の

期間の 、2014 年度、2017 年度、2020 年度の 3 年度 を示した。 た、 石と 森

と の を し、 ごとの として した。 と 2014 年度

2017 年度の間の 間線 の変化は大 い 、2017 年度 2020 年度の変化は

では た。 の では、期間後 に 0.1m に る変化 は対

で-0.01 μSv/h、 で-0.02 μSv/h で た（表 7.6.2.-1）。 1m で 対 で-0.02 

μSv/h、 で-0.03 μSv/h とい では る した。 の では、2014

年度 で る 、2016 年度に た の の

間線 たため、 では 2017 年 後に の し、 の

後 期間後 に と の ー で した。原発事故 10 年 経 した 年度

は、 林生 での放射性 の た と 的 に る 度

て た と 、 体的に 間線 の変化 て た のと る。

、 と 1m の と 0.1m の の は大 た 、近年では 間線 の

に る違いは めて て ている。 

 2014 年 9 月 2017 年 9 月 2020 年 9 月 

1  0.1  1  0.1  1  0.1  

対        

石・ 森 0.21±0.02 0.25 ±0.02 0.13±0.01 0.14±0.01 0.11±0.01 0.13±0.01 

・  0.21 0.26 0.17±0.01 0.18±0.02 0.11±0.03 0.12±0.04 

       

石・ 森 0.24±0.04 0.27±0.05 0.15±0.02 0.15±0.02 0.12±0.02 0.13±0.03 

・  0.20±0.00 0.24±0.01 0.17±0.02 0.20±0.02 0.12±0.03 0.11±0.04 

表 7.6.2-1 の 間線 （μSv/h）の推  

数 は、 。 



87 
 

 

２）モウソウチクの現存量推定式 

モウ ウ の 林の 推定は、放射性セシウムに る ー の を推定

し、 ・比 する で で る。 では 林の では し い 、 と

る た の の推定 を 示する。 

では 100 m2 を一定 とする 定 を 定し、 の に生 する ての の

、 、生 の 性を 年 し、 に に ごとに を推定し、

100 m2 を して 年の 林 を推定した。 ごとの の推定は、 でに

的に した ての る と直 の データを用いて、 の と の関 を

作成し（図 7.6.2.-4）、直 に の を した。 の と の関 を ると、

図 三 の関 た。一 は 直後の 5 月の 年生 （n=12）の で

る関 =85.156e0.2933x… で、 は は ている 、 展葉の 6 月の

年生 （n=55）の で る関 =853.25e0.2086x… で る。 一 は 8 月

の 年生 と 1 年生 の ての （n=230）で る関 =1926.1e0.2228x… で

る。 の三 の関 の違いは、 直後の 年生 の に 、 間経 と

に 第に する とに した。2020 年度 年生 （n=12）に いては 6 月

に を て 、 ている 展葉してい い では（ 7.6.2.-

4）、 でと に の 、 の関 、 に ては る と

た。1～3 年生 の （n=28）に いては 8 月、9 月に を い、三 の関

、 に ては る と た。 

 

 

 
図 7.6.2.-4 モウ ウ の の DBH（ 直 ）と との関  

y = 85.156e0.2933x

R² = 0.7135

y = 853.25e0.2086x

R² = 0.6949

y = 1926.1e0.2228x

R² = 0.702

0
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20000
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40000
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）
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1年⽣以上
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３）各部位の放射性セシウムの濃度 

のモウ ウ に いて、

・ の ・ に放射性

セシウム濃度を比 した（図 7.6.2.-5、

図 7.6.2.-6）。モウ ウ の 放

射性セシウム濃度は、葉 、

いで の 、 の 、

いの と た。 での比

を ると、 年度は 年生 の

の放射性セシウム濃度

た（図 7.6.2.-6）。 に、 年生 の

では、 に濃度の い

、2020 年度は 120 Bq/kg に

し、2014 年度 の い と た。

は の成 に近い に

リウム 集 し、 に てセシ

ウム 集 した のと 、

で観察 て た と じ

で る。2020 年度 の 、 年

生 は採取した で は発生して

いた 、葉は 展開してい

た。 の には、展葉に て の

期に リウムと一 にセシウム

し、濃度 たと

る。 年生 は、 体的に放射性セシ

ウムの濃度 た 、1 年生に

ると の濃度は 22 

Bq/kg と 、 いで 3 年生 と

た。2 年生 では 2019 年度には濃度

い 、 24 Bq/kg

で た 、2020 年度では 年生

と に 、 で 75Bq/kg と

た。 に いては は

い 、タ ノコの 作（表年）・

作（ 年） 関 するのでは い

 
図 7.6.2.-5 モウ ウ の

の 茎と に る放射性セシウム

濃度（ ） 

0 50 100 150

当年⽣稈-上

中

下

1年⽣稈-上

中

下

2年⽣稈-上

中

下

3+年⽣稈-上

中

下

地下茎

根

Cs134+137(Bq/kg)

2019 2020

 

図 7.6.2.-6 モウ ウ の の 葉と の放

射性セシウム濃度（ ） 
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と た。 た、 一 の ・

・ の間では濃度 と

、 的には 年生 では

で濃度に 生じる は た

い。  

の た 2019 年度と

2020 年度 の測定 を、図 7.6.2.-5、

図 7.6.2.-6 の の の結果に

て比 した（図 7.6.2.-7）。 の

の 間線 は、 の と

度で る 、 の は

に濃度 （図 7.6.2.-7：青の

に比 て、赤・ の で

濃度）、タ 個体 に た放射性

セシウム の 、 の

に比 て い計 結果と た。

一 の 間の 対的 濃度の

には大 違いは

た と 、 の に比 て

の は個体 体に た て濃度

い に ると る。

と の は濃度 大 い

、 年の の の放射性セシウ

ムの は似た を示していると

た。 

  

図 7.6.2.-7 2019 年度と 2020 年度の の

測定 を したモウ ウ の

の の放射性セシウム濃度 
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４）竹林整備の効果 

は、 では 2014 年

度、 は 2017 年度に開

た。 の 開 の経 年数

は る 、 間線 に大 違

い いに 関 、 の

では放射性セシウム濃度

と に い た。

図 7.6.2.-8 は、 た に した

の放射性セシウム を

と対 の間で比 した結果

で る。 の は、 果

に て 、す ての の

で の は対 の 1/2

1/6 と た。 の

は 果 で 、 年

生 では対 の

の を ていた。 

に比 すると、 体として

は、 年生 と に

する 、 と

で た。た し、 林に

ては 1 年生 2 年生で

る と た。 

期間 を て た

では、 ての の で の

放射性セシウム濃度は 、

の している と

と た。 の は一

の で 、 は 果

てい た 、1～2 年経 後

果 、近年は の

する と の

の放射性セシウム濃度、 と に している と で る。 作 の

間 （ ）は、タ 個体 の放射性 の直 的 に るため、 に 果 大

いと る。 は通 する 林 と じ 作 で 、一 の

ａ）宮城県 

 

ｂ）栃木県 

 

図 7.6.2.-8 （ ） （ ）に し

た対 （：青）と （：赤）に る 2019
年度の た の放射性セシウム  
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作 （リター リウム ）と てし と とに 果

る と た。 は、2017 年度 を開 した 、数年観察して

果 て てい い。原 は、 で の性 ている とに 、 リウム

を して の を いのでは い と ている。 で

の 、タ の ごとの放射性セシウム濃度の に いては 大

い のの、 林 の放射性セシウムの に いては 年 る は変 、 定し

て たと るため、 を する で る。 

 

年度 の の  

元年度 に いて、 7.6.2.モウ ウ 林の放射性セシウムの 、モウ ウ

の 推定 に用いた 5 月の 年生 の n の数 間違 て した。

し すとと に、 のと いたし す。 

 

 

元年度 森林 に る放射線 事  

83 ー 7  

（ ）：5 月の 年生 （n=40） 

（ ）：5 月の 年生 （n=12） 

 

  




